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12月   定例会
会期／12月6日～13日（8日間）

一般会計の主な補正
♦国庫負担金
　障害者自立支援医療費・給付費負担金
　道路等災害復旧事業費負担金
♦国庫補助金
　地域の元気臨時交付金
♦県補助金
　地域共生ステーション防災対策整備事業費補助金
　森林整備加速化・林業再生事業費補助金
　農地等災害復旧事業費補助金
♦基金繰入金
　財政調整基金繰入金
　公共施設整備基金繰入金
♦町債
　辺地対策事業債
　過疎対策債

　地域共生ステーション防災対策整備事業費補助金

　障害者自立支援給付費等精算返納金

　子ども・子育て支援システム構築委託料

　特産品等展示販売飲食施設改築事業等

　防災対策用備品購入

　三里分校閉校事業委託料

　農地等災害復旧事業

　道路橋梁等災害復旧事業

・・・・・・・・・・・200万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・1,515万9千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・320万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,360万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・121万6千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・140万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・280万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・842万5千円

（宅老所の防火対策事業に対する補助金）

（平成24年度額の確定に伴う国庫及び県費返納金）

（電算システム構築委託料）

（特産品等展示販売飲食施設改築等に伴う経費・2ヵ年事業）

（落雷による破損に伴う雨量伝送装置の更新）

（閉校に伴う記念式典等の委託料）

（梅雨前線豪雨等に伴う農地2箇所の災害復旧事業）

（町道亀ノ浦・金目線、亀崎・破瀬ノ浦線の2箇所の道路災害復旧事業）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・637万1千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・561万6千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7,554万9千円

・・・・・・・・・・・100万円
・・・・・・・・・・・・・・1,425万8千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・229万3千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△1,129万9千円
2,260万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△1,390万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△1,430万円

一般会計の補正予算総額　9,871万1千円

歳

　
　入

歳

　
　出
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結　　果件　　名議案番号 内　　　容

認定平成24年度太良町一般会計歳
入歳出決算の認定について

平成24年度太良町一般会計歳入歳出決算を認定に
付するもの
歳　入
歳　出
差引額

全員
賛成

25年12月定例会 議決結果
12月定例議会は、9月定例会で決算審査特別委員会に付託されていた平成24年度年度各会計の決算認定
8件、事件議案15件、補正予算3件及び人事案件1件の計19件が町長より、また、請願1件及び意見書１件が
議会より提案され、議決結果は次のとおりです。

　54億7,195万5,453円
53億4,193万5,035円
1億3,002万  418円

認定平成24年度太良町山林特別会計
歳入歳出決算の認定について

平成24年度太良町山林特別会計歳入歳出決算を認
定に付するもの
歳　入
歳　出
差引額

全員
賛成 4,626万1,348円

4,403万  407円
223万  941円

認定
平成24年度太良町後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算の
認定について

平成24年度太良町後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算を認定に付するもの
歳　入
歳　出
差引額

全員
賛成 1億1,944万5,023円

1億1,406万2,143円
538万2,880円

認定

9
月
定
例
会
で
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
て
付
託
し
て
い
た
案
件

平成24年度太良町国民健康保
険特別会計歳入歳出決算の認
定について

平成24年度太良町国民健康保険特別会計歳入歳出
決算を認定に付するもの
歳　入
歳　出
差引額

全員
賛成 18億4,295万4,379円

18億1,091万3,084円
3,204万1,295円

認定
平成24年度太良町漁業集落排
水特別会計歳入歳出決算の認
定について

平成24年度太良町漁業集落排水特別会計歳入歳出
決算を認定に付するもの
歳　入
歳　出
差引額

全員
賛成 5,452万447円

4,786万104円
666万343円

認定
平成24年度太良町簡易水道特
別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

平成24年度太良町簡易水道特別会計歳入歳出決算
を認定に付するもの
歳　入
歳　出
差引額

全員
賛成 7,722万9,464円

7,431万7,747円
291万1,717円

可決
及び
認定

平成24年度太良町水道事業会
計剰余金の処分及び決算の認
定について

平成24年度太良町水道事業会計剰余金の処分及び
決算を可決及び認定に付するもの

全員
賛成 収益的収入

収益的支出
差　引　額

5,705万7,341円
5,124万9,897円
580万7,444円

資本的収入
資本的費用
差　引　額

0円
1,176万8,229円
△1,176万8,229円

可決
及び
認定

平成24年度町立太良病院事業
会計剰余金の処分及び決算の
認定について

平成24年度町立太良病院事業会計剰余金の処分及
び決算を可決及び認定に付するもの

全員
賛成 収益的収入

収益的費用
差　引　額

9億3,483万  722円
8億8,954万2,759円
4,528万7,963円

資本的収入
資本的費用
差　引　額

7,617万4,000円
1億2,037万6,574円
△4,420万2,574円

可決第77号
職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例の一部を改正す
る条例の制定について

平成18年度の給与条例改正による経過措置規程を
廃止するための条例制定

全員
賛成

可決第78号 太良町税条例の一部を改正する
条例の制定について

地方公共団体が実施する防災のための施策に必要
な財源を確保するために臨時に個人の町民税の均
等割を500円引き上げるための条例制定

全員
賛成

可決第79号 太良町営住宅管理条例の一部を
改正する条例の制定について

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関す
る法律の改正にともなう条例制定

全員
賛成
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結　　果件　　名議案番号 内　　　容

可決第80号 太良町立学校設置条例の一部を
改正する条例の制定について 来年３月末の三里分校の廃止等に伴う条例制定全員

賛成

可決第81号
太良町育英資金の給付及び貸
付に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

育英資金の貸付金返還方法の改正に伴う条例制定全員
賛成

可決第82号 指定管理者の指定について
＜太良町農村公園＞

太良町農村公園の管理運営
指定の期間…平成26年4月1日から平成29年3月31日
指定する団体…太良町大字多良8920番地
　　　　　　　大川内区

全員
賛成

可決第83号 指定管理者の指定について
＜太良町健康の森公園＞

太良町健康の森公園の管理運営
指定の期間…平成26年4月1日から平成29年3月31日
指定する団体…太良町大字多良3217番地3
　　　　　　　太良町森林組合

全員
賛成

可決第84号 指定管理者の指定について
＜竹崎城址展望台公園＞

竹崎城址展望台公園の管理運営
指定の期間…平成26年4月1日から平成29年3月31日
指定する団体…太良町大字多良4177番地
　　　　　　　森川造園

全員
賛成

可決第86号 指定管理者の指定について
＜太良町活性化センター＞

太良町活性化センターの管理運営
指定の期間…平成26年4月1日から平成29年3月31日
指定する団体…太良町大字伊福甲3488番地2
　　　　　　　特定非営利活動法人　たらふく館

全員
賛成

可決第87号 指定管理者の指定について
＜漁師の館＞

漁師の館の管理運営
指定の期間…平成26年4月1日から平成29年3月31日
指定する団体…太良町大字伊福甲3488番地2
　　　　　　　漁師の館運営協議会

全員
賛成

可決第88号 指定管理者の指定について
＜太良町観光案内所＞

太良町観光案内所の管理運営
指定の期間…平成26年4月1日から平成29年3月31日
指定する団体…太良町大字伊福甲3488番地2
　　　　　　　太良町観光協会

全員
賛成

可決第89号
多良中学校屋内運動場・武道場
増改築（建築）工事請負変更契
約の締結について

熱中症対策のために武道場の開口部増設及び暗幕
の設置を本体工事に含める変更等により
請負金額

全員
賛成

可決第85号
指定管理者の指定について
＜たらふく館及び

たらふく館別館＞

たらふく館及びたらふく館別館の管理運営
指定の期間…平成26年4月1日から平成29年3月31日
指定する団体…太良町大字伊福甲3488番地2
　　　　　　　特定非営利活動法人　たらふく館

全員
賛成

919万4,850円増額

可決第90号
多良中学校屋内運動場・武道場
増改築（電気設備）工事請負変
更契約の締結について

落雷対策として配電盤に避雷器の設置、自動火災報知
機の追加及び自家発電装置の設置箇所変更等により
請負金額

全員
賛成 263万2,350円増額

可決第92号 平成25年度太良町一般会計補
正予算（第3号）について

特産品等展示販売飲食施設改築事業等に伴う9,871万
１千円の増額補正
歳入歳出総額

全員
賛成 57億7,106万2千円

可決第93号
平成25年度太良町国民健康保
険特別会計補正予算(第3号）に
ついて

療養給付費交付金の交付額変更等に伴う4万1千円の
増額補正
歳入歳出総額

全員
賛成 18億5,508万1千円

可決第94号 平成25年度太良町水道事業会
計補正予算（第1号）について

大峰配水地線導水管敷設替工事等に伴う295万円の増
額補正
平成25年度の予算額

全員
賛成 7,445万円

可決第91号 太良町過疎地域自立促進計画
の変更について

太良町過疎地域自立促進計画（平成22年度から平成27
年度）の計画変更
変更内容…町道の舗装、橋梁の補修及び防火水槽の設
置等による事業の追加と事業内容の変更

全員
賛成
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結　　果件　　名議案番号 内　　　容

同意第95号 監査委員の選任について 議員選任の監査委員　平古場　公子さん全員
賛成

採択
請願
第2号

「心の健康を守り推進する基本
法」の制定を求める意見書提出
に関する請願

日本の精神保健医療のあり方を総合的に改革する
「心の健康を守り推進する基本法」の制定を求める
ために国の関係機関へ意見書の提出をお願いする
請願

全員
賛成

可決
意見書
第6号

こころの健康を守り推進する
基本法の制定を求める意見書
（案）の提出について

こころの健康危機を克服し、安心して生活ができる
社会、発展の活力ある社会を実現するためには、こ
ころの健康を国の重要施策と位置づけ、総合的で長
期的な施策を実行することが必要である。国におか
れては、その重要性にふさわしく、すべての国民を
対象とした、こころの健康についての総合的で長期
的な政策を保障する「こころの健康を守り推進する
基本法」の制定を求める意見書を提出

提出先…内閣総理大臣、厚生労働大臣、衆議院議長、
　　　　参議院議長

全員
賛成

暖地の山地に生え、高さ12m程になる。葉は互生し、長さ9～12cmの長楕
円形で、先はやや尾状にとがり、ふちにまばらに浅い鋸歯がある。6月頃、
淡紫色で直径5mmの花が咲く。果実は直径約6mmでほぼ球形、赤く熟
す。雌雄異株。［写真提供：新宮義晃さん］

ナナミノキ （モチノキ科）［常緑樹（高木）］表紙写真解説

多良中学校屋内運動場・武道場建設の
進捗状況を視察

焼失した“たらふく館”の跡地と
今後の課題を視察

議案調査
平成25年12月11日
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般
一

問
質

田
川

　浩 

議
員

答
▼
広
域
農
道
沿
い
に
住
宅
建
設
を
検
討
し
て
い
る

▲幅員拡張の要望が多い
　元中嶋医院前の町道入口

定
住
促
進
策
に
つ
い
て

議
員
　
太
良
町
の
人
口
は
、こ
こ
三
年

間
は
毎
年
百
六
十
名
ぐ
ら
い
の
減
少

を
続
け
て
い
る
。人
口
減
少
問
題
対
策

は
喫
緊
の
課
題
だ
。そ
の
対
策
の
一
つ

で
あ
る
定
住
促
進
策
に
つ
い
て
、以

前
、住
居
の
確
保
策
と
し
て
空
き
家
バ

ン
ク
の
活
用
を
示
唆
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
の
設
置
と
結
果
に
つ
い
て
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。

町
長
　
平
成
二
十
四
年
四
月
か
ら
登

録
を
開
始
し
て
、借
り
た
い
方
は
七
件

あ
っ
た
が
、貸
し
た
い
方
は
一
件
も
な

か
っ
た
。

議
員
　
ど
の
よ
う
な
人
員
、期
間
、調

査
方
法
だ
っ
た
の
か
。

企
画
商
工
課
長
　
臨
時
職
員
を
半
年

間
雇
用
し
、各
区
の
区
長
さ
ん
に
空
き

家
情
報
を
提
供
し
て
も
ら
い
調
査
を

し
た
。

議
員
　
空
き
家
を
貸
し
て
も
ら
え
な

か
っ
た
原
因
は
何
だ
っ
た
の
か
。

企
画
商
工
課
長
　
仏
壇
が
あ
る
と
い

う
こ
と
と
、荷
物
が
置
い
て
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。

議
員
　
第
四
次
総
合
計
画
の
中
で
も

空
き
家
情
報
の
提
供
が
人
口
減
少
を

克
服
す
る
し
く
み
づ
く
り
の
施
策
と

し
て
あ
げ
て
あ
る
。こ
れ
は
も
う
、施

策
か
ら
外
し
て
考
え
て
良
い
の
か
。

町
長
　
荷
物
の
処
理
と
か
、も
っ
と
踏

み
込
ん
だ
交
渉
な
ど
も
や
っ
て
、前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
町
内
の
公
営
住
宅
の
入
居
率

は
ど
う
か
。

建
設
課
長
　
瀬
戸
区
の
二
戸
が
空
室

で
、あ
と
は
入
居
率
一
〇
〇
％
で
あ
る
。

議
員
　
空
き
部
屋
が
出
た
時
の
募
集

倍
率
は
。

建
設
課
長
　
今
年
五
月
の
募
集
で
畑

田
、油
津
が
一
戸
に
つ
き
一
人
、亀
ノ

浦
が
一
戸
に
つ
き
六
人
の
応
募
が

あ
っ
た
。

議
員
　
大
浦
地
区
に
は
町
内
の
四
十

五
％
の
人
が
住
ん
で
い
る
が
、公
営
住

宅
は
全
八
十
二
戸
の
う
ち
の
十
八
戸
、

二
十
二
％
し
か
な
い
。こ
の
点
は
、一

考
す
る
必
要
が
あ
り
、入
居
に
漏
れ
た

人
た
ち
に
対
し
て
、町
内
に
住
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
フ
ォ
ロ
ー
は
し
て
い

る
の
か
。

建
設
課
長
　
そ
う
い
う
こ
と
は
で
き

て
い
な
い
。

議
員
　
人
口
減
少
問
題
は
自
治
体
間

の
競
争
で
も
あ
る
。鹿
島
市
に
は
市
外

か
ら
の
転
入
者
が
優
遇
さ
れ
る
市
営

住
宅
も
募
集
を
開
始
し
て
い
て
、現
に

太
良
町
か
ら
の
転
入
者
も
い
る
と
聞

く
。嬉
野
市
で
は
定
住
奨
励
金
制
度
が

充
実
し
て
い
る
。太
良
町
に
は
現
在
ど

の
よ
う
な
定
住
促
進
策
が
あ
る
の
か
。

企
画
商
工
課
長
　
以
前
は
あ
っ
た
が
、

現
在
は
無
い
。医
療
と
か
子
供
た
ち
へ

の
支
援
等
、総
合
的
に
考
え
て
い
る
。

議
員
　
過
疎
団
体
指
定
の
町
と
し
て
、

何
ら
か
の
施
策
を
考
え
な
い
と
、ま
す

ま
す
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。

町
長
　
広
域
農
道
沿
線
を
造
成
し
、建

物
を
建
て
て
貸
出
し
、将
来
的
に
は
払

い
下
げ
を
す
る
よ
う
な
計
画
を
検
討

し
て
い
る
。

議
員
　
そ
れ
も
一
案

だ
が
、例
え
ば
大
浦
の

J
A
選
果
場
跡
地
に

A
コ
ー
プ
と
一
体
型

の
住
宅
を
建
て
る
と

か
、民
間
と
の
共
同
建

設
み
た
い
な
も
の
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長
　
民
間
主
体
の

事
業
で
は
、あ
あ
い
う

ま
と
ま
っ
た
所
が
い

い
と
思
う
。ま
た
は
、

亀
ノ
浦
団
地
の
西
側

駐
車
場
の
活
用
も
考
え
て
い
る
。ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
で
要
望
調
査
を
し
て

色
々
前
向
き
に
進
め
て
い
き
た
い
。

町
有
地
の
遊
休
地
の
利
用
に
つ
い
て

議
員
　
油
津
地
区
の
元
多
良
交
番
跡

地
に
つ
い
て
の
経
過
と
、将
来
的
な
展

望
は
ど
う
か
。

町
長
　
平
成
二
十
一
年
二
月
に
、売
り

払
い
の
一
般
競
争
入
札
を
行
っ
た
が
、

入
札
参
加
者
が
な
か
っ
た
。現
在
は
、

お
も
に
油
津
団
地
と
太
良
病
院
の
駐

車
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。球
場

前
に
特
産
品
振
興
施
設
を
建
設
す
る

こ
と
に
な
り
、そ
の
関
係
者
の
駐
車
場

と
し
て
使
用
す
る
な
ど
新
た
な
活
用

も
考
え
ら
れ
る
の
で
、今
後
、売
却
も

含
め
検
討
し
た
い
。

議
員
　
亀
ノ
浦
地
区
の
元
中
嶋
病
院

駐
車
場
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

町
長
　
付
近
の
国
道
の
歩
道
整
備
を

県
に
要
望
し
て
い
て
、国
道
の
歩
道
用

地
及
び
町
道
亀
ノ
浦
・
道
越
線
の
道
路

用
地
と
し
て
活
用
し
た
い
。土
木
事
務

所
で
も
測
量
済
み
で
あ
る
。

議
員
　
大
型
車
が
入
れ
る
よ
う
に
電

柱
を
ず
ら
し
て
道
路
幅
を
拡
張
し
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
要
望
が
多
い
。計

画
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

建
設
課
長
　
消
火
栓
と
か
水
道
と
か

の
実
地
調
査
が
二
十
六
年
度
に
、二
十

七
年
度
に
設
計
・
施
工
に
な
る
よ
う
な

計
画
と
聞
い
て
い
る
。

今
後
の
定
住
促
進
策
は
ど
う
す
る
の
か
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般
一

問
質

牟
田
則
雄 

議
員

答
▼
特
産
品
の
開
発
や
販
路
拡
大
を
図
っ
て
い
く

▲東京秋葉原「ちゃばら」内の太良町のアンテナショップ

議
員

　町
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、第

四
次
太
良
町
総
合
計
画
の
柱
に
も

な
っ
て
い
る
。直
近
三
年
の
各
産
業
の

販
売
額
の
動
向
は
。

町
長

　関
係
機
関
か
ら
の
聞
き
取
り

に
よ
る
デ
ー
タ
で
説
明
す
る
と
、次
の

表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

議
員

　各
産
業
の
活
性
化
に
向
け
て

の
対
策
は
。

町
長

　農
業
・
漁
業
に
つ
い
て
は
国
、

県
の
補
助
事
業
等
を
活
用
し
な
が
ら

活
性
化
を
図
り
、商
業
部
門
の
対
策

は
、商
工
会
等
各
種
団
体
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
商
店
個
々
の
近
代
化
や
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
を
促
進
し
特
産

品
の
開
発
や
異
業
種
交
流
会
な
ど
を

実
施
・
販
路
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

議
員

　太
良
町
の
懸
案
事
項
で
あ
る

人
口
減
少
や
少
子
化
は
、産
業
の
活
性

化（
所
得
の
向
上
）な
く
し
て
は
解
決

で
き
な
い
と
思
う
が
。

企
画
商
工
課
長

　町
民
に
対
す
る
い

ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
も
必
要
で
あ
り
、

総
合
的
に
町
民
が
住
み
よ
い
町
づ
く

り
を
考
え
、あ
わ
せ
て
産
業
の
活
性
化

で
所
得
が
上
が
る
よ
う
な
対
策
を
講

じ
て
い
く
。

議
員

　農
業
部
門
で
ミ
カ
ン
が
占
め

る
割
合
は
。

農
林
水
産
課
長

　農
業
収
入
全
体
の

約
三
割
で
あ
る
。

議
員

　最
近
の
ミ
カ
ン
の
価
格
は
。

農
林
水
産
課
長

　最
近
の
生
産
者
価

格
が
約
百
七
十
円
で
、生
産
費
が
約
八

十
円
と
な
っ
て
い
る
。

議
員

　市
場
価
格
の
調
査
資
料
だ
と

思
う
が
、消
費
者
価
格
の
モ
ニ
タ
ー
等

は
行
っ
て
い
る
か
。

農
林
水
産
課
長

　モ
ニ
タ
ー
的
な
事

は
し
て
い
な
い
。農
協
や
県
か
ら
資
料

等
は
貰
っ
て
い
る
。

議
員

　太
良
町
は
海
、山
に
恵
ま
れ
地

形
的
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
よ
く
言

わ
れ
る
が
、安
心
し
て
太
良
で
暮
ら
せ

る
よ
う
な
収
入
が
増
加
す
る
よ
う
な

方
法
、特
効
薬
は
な
い
か
。

農
林
水
産
課
長

　特
効
薬
は
な
か
な

か
見
つ
か
ら
な
い
が
、金
を
稼
ぐ
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
、そ
う
い
う
状

況
に
な
る
よ
う
に
支
援
を
し
て
い
く
。

町
の
活
性
化
に
つ
い
て

9億9649万1000円

     9213万2000円

1億2842万8000円

2億3191万1000円

4億2549万9000円

ミカン

タマネギ

イチゴ

肉　牛

ノ　リ

8億3133万9000円

     8679万4000円

1億3603万5000円

2億2785万1000円

3億5879万5000円

9億6635万6000円

1億2842万8000円

1億4128万7000円

2億2257万8000円

3億9465万0000円

平成22年

100億200万円商品販売額

平成24年

95億7481万円

平成19年

製造品出荷額 16億5718万円

平成21年

16億1552万円

平成22年

19億5630万円

平成24年

平成23年 平成24年
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般
一

問
質

平
古
場
公
子 

議
員

答
▼
今
後
も
受
診
率
の
向
上
に
努
め
る

▲各受診率の状況

議
員
　
特
定
健
診
ほ
か
各
検
診
の
受

診
率
は
進
ん
で
い
る
の
か

健
康
増
進
課
長

　肺
が
ん
検
診
の
五

十
％
を
除
け
ば
お
お
む
ね
十
五
％
か

ら
三
十
五
％
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。

議
員
　
な
ぜ
肺
が
ん
検
診
だ
け
が
高

い
の
か
。

健
康
増
進
課
長

　毎
年
し
お
さ
い
館

の
ほ
う
で
特
定
健
診
と
同
時
に
行
っ

て
い
る
が
、ま
た
別
に
各
地
区
回
り
を

約
一
週
間
ほ
ど
か
か
っ
て
、三
十
ヶ
所

で
検
診
車
で
実
施
し
て
い
る
関
係
上
、

高
い
受
診
率
が
保
て
て
い
る
と
考
え

る
。

議
員
　
男
女
共
通
し
て
胃
が
ん
が
一

番
多
い
と
の
こ
と
だ
が
、胃
が
ん
検
診

も
肺
が
ん
検
診
同
様
に
地
区
回
り
は

で
き
な
い
か
。

健
康
増
進
課
長

　以
前
胃
が
ん
検
診

に
つ
い
て
も
地
区
回
り
を
相
談
し
た

経
緯
が
あ
る
が
、ど
う
し
て
も
大
型
車

が
必
要
に
な
る
の
で
無
理
だ
と
の
回

答
だ
っ
た
。

議
員
　
胃
が
ん
検
診
は
バ
リ
ウ
ム
に

よ
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
が
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、町
内
の
病
院
で
最
初
か
ら

い
く
ら
か
の
助
成
を
受
け
て
胃
カ
メ

ラ
の
検
査
が
で
き
な
い
か
。

健
康
増
進
課
長

　医
療
の
現
場
で
は

胃
カ
メ
ラ
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
が
、国
の
指
針
の
中
に
胃

が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
エ
ッ
ク
ス
線

検
査
を
す
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。国

の
ほ
う
で
も
指
針
で
胃
カ
メ
ラ
が
追

加
さ
れ
る
こ
と
と
な
れ
ば
実
施
医
療

機
関
や
関
係
機
関
と
協
議
を
し
て
検

討
し
た
い
。

議
員
　
女
性
特
有
の
子
宮
が
ん
、乳
が

ん
検
診
の
受
診
率
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

健
康
増
進
課
長

　子
宮
が
ん
検
診
は

三
十
一
・
二
％
、乳
が
ん
検
診
は
三
十

四
・
四
五
％
と
な
っ
て
お
り
、県
下
で

は
八
位
の
受
診
率
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
女
性
は
乳
が
ん
、男
性
は
肺
が

ん
、男
女
共
通
し
て
い
る
の
が
胃
が
ん

と
大
腸
が
ん
、こ
れ
ら
の
発
生
原
因
は

何
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
。

健
康
増
進
課
長

　直
接
的
な
原
因
は

わ
か
り
か
ね
る
が
、一
般
的
に
大
腸
が

ん
と
乳
が
ん
そ
れ
に
胃
が
ん
は
食
生

活
の
変
化
が
一
番
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
て
い
る
。肺
が
ん
は
代
表
的
な
も

の
で
は
喫
煙
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

議
員
　
区
長
会
視
察
研
修
時
に
、そ
ば

作
り
に
つ
い
て
研
修
さ
れ
た
が
、同
行

さ
れ
た
町
長
は
行
政
と
の
携
わ
り
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
か
。

町
長

　本
年
の
区
長
会
視
察
研
修
は
、

七
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
六
日
の
二

日
間
行
わ
れ
た
。今
回
は
、太
良
町
の

農
作
物
に
ソ
バ
を
導
入
し
た
ら
ど
う

か
と
い
う
区
長
会
の
考
え
か
ら
、大
分

県
の
豊
後
高
田
市
が
そ
ば
作
り
を

大
々
的
に
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

研
修
を
実
施
さ
れ
た
。感
想
と
し
て
は

市
役
所
の
担
当
係
長
が
ソ
バ
に
関
し

て
非
常
に
詳
し
い
知
識
を
持
っ
て
い

て
、こ
の
係
長
が
い
な
か
っ
た
ら
こ
こ

ま
で
の
発
展
は
な
か
っ
た
ろ
う
と

思
っ
た
。

議
員
　
も
し
、太
良
町
民
の
方
が
何
名

か
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
そ
ば
作
り
を

や
っ
て
み
た
い
と
の
要
望
が
あ
れ
ば
、

町
と
し
て
あ
る
程
度
の
知
識
を
も
っ

た
職
員
さ
ん
を
協
力
さ
せ
る
考
え
は

な
い
か
。

町
長

　場
合
に
よ
っ
て
は
皆
さ
ん
た

ち
が
そ
れ
で
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、普
及
事
務
所
等
々
で
県
に
お
願

い
し
て
そ
の
専
門
の
方
を
派
遣
し
て
も

ら
い
指
導
し
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て

い
る
。販
売
や
収
入
が
増
え
る
よ
う
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、町
と
し
て
も

助
力
を
惜
し
ま
ぬ
つ
も
り
で
い
る
の

で
、町
民
の
方
も
ど
し
ど
し
ご
相
談
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
考
え
て
い
る
。

特
定
健
診
の
状
況
を
問
う

（第 4次太良町総合計画）
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般
一

問
質

久
保
繁
幸 

議
員

答
▼
異
議
申
し
立
て
の
要
請
活
動
を
継
続
し
て
い
く

議
員

　福
岡
高
裁
が
下
し
た
、開
門
調

査
期
限
が
あ
と
十
日
と
近
づ
い
て
い

る
諫
早
湾
干
拓
事
業
は
、平
成
九
年
ギ

ロ
チ
ン
と
呼
ば
れ
設
置
さ
れ
た
潮
受

け
堤
防
排
水
門
締
め
切
り
後
は
潮
流

が
鈍
く
な
り
、魚
介
類
の
育
成
に
不
可

欠
な
砂
地
が
潟
や
ヘ
ド
ロ
に
変
わ
っ

て
し
ま
い
、宝
の
海
有
明
海
の
再
生
は

急
務
と
思
う
。先
般
、福
岡
高
裁
と
長

崎
地
裁
と
の
相
反
す
る
司
法
判
決
が

示
さ
れ
た
が
、我
が
町
と
し
て
仮
処
分

へ
の
異
議
申
し
立
て
を
行
う
の
か
。

町
長

　国
が
異
議
申
し
立
て
を
行
う

よ
う
、県
、有
明
海
漁
連
と
要
請
活
動

を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

議
員

　町
と
し
て
、今
後
の
開
門
調
査

へ
の
動
向
は
ど
う
す
る
予
定
か
。

町
長

　こ
の
件
も
、県
、有
明
海
漁
連

と
緊
密
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
、開
門

調
査
を
行
う
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

議
員

　国
が
開
門
調
査
反
対
派
を
提

訴
し
た
場
合
の
裁
判
の
判
決
は
ど
う

変
わ
る
の
か
。

町
長

　新
た
な
裁
判
が
始
ま
る
の
で

判
決
ま
で
に
は
長
い
時
間
が
か
か
る

と
思
わ
れ
る
。

議
員

　国
が
開
門
期
限
を
守
ら
な
い

場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

町
長

　十
二
月
二
十
日
の
法
的
期
限

を
過
ぎ
て
も
国
が
開
門
し
な
い
場
合

は
間
接
強
制
を
佐
賀
地
裁
に
申
し
立

て
る
考
え
を
示
し
て
い
る
。

議
員

　間
接
強
制
と
は
何
か
。

町
長

　国
に
制
裁
金
を
支
払
わ
せ
て

判
決
履
行
に
圧
力
を
か
け
る
方
法
で

税
金
を
使
っ
て
支
払
う
こ
と
に
な
る
。

議
員

　制
裁
金
は
い
く
ら
か
。

農
林
水
産
課
長

　裁
判
所
が
決
め
る

こ
と
で
あ
り
、内
閣
府
の
予
備
費（
税

金
）か
ら
支
払
わ
れ
る
。

議
員

　開
門
調
査
方
法
で
ケ
ー
ス
一

か
ら
ケ
ー
ス
三
の
二
ま
で
あ
る
と
聞

く
が
、国
と
し
て
は
ど
の
方
法
か
、ま

た
漁
業
者
は
ど
の
方
法
を
選
択
し
て

い
る
の
か
。

農
林
水
産
課
長

　漁
業
者
は
最
初
に

少
し
開
け
様
子
を
見
な
が
ら
少
し
ず

つ
開
け
、後
全
開
門
の
方
法
を
と
る

ケ
ー
ス
二
を
、ま
た
国
と
し
て
は
緩
や

か
な
開
門
を
行
う
ケ
ー
ス
三
の
二
の

方
法
を
考
え
て
い
る
。

議
員

　後
背
地
住
民
と
は
ど
の
よ
う

な
方
か
。

農
林
水
産
課
長

　干
拓
地
に
住
ま
れ

て
い
る
方
々
で
三
百
五
十
名
お
ら
れ

開
門
差
し
止
め
の
原
告
団
と
な
っ
て

お
ら
れ
る
。

議
員

　冠
水
被
害
は
何
回
遭
っ
て
い

る
か
。

農
林
水
産
課
長

　閉
め
切
り
後
は
冠

水
被
害
は
遭
っ
て
い
な
い
。

議
員

　冠
水
被
害
は
あ
っ
て
お
り
長

崎
県
知
事
は
干
拓
農
民
に
謝
罪
さ
れ

て
い
る
の
で
再
度
調
査
し
て
ほ
し
い
。

農
林
水
産
課
長

　確
認
し
ま
す
。

議
員

　干
拓
地
に
は
営
農
者
は
何
人

ぐ
ら
い
お
ら
れ
何
の
栽
培
を
さ
れ
収

入
は
ど
れ
く
ら
い
上
が
っ
て
い
る
か
。

農
林
水
産
課
長

　栽
培
農
家
は
三
十

九
戸
と
聞
い
て
お
り
、玉
葱
、人
参
、レ

タ
ス
、キ
ャ
ベ
ツ
、施
設
園
芸
の
菊
な

ど
栽
培
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
が
、収
入

の
ほ
う
は
い
く
ら
な
の
か
調
べ
て
い

な
い
。

議
員

　排
水
門
か
ら
一
日
の
排
水
量

は
決
ま
っ
て
い
る
か
。

農
林
水
産
課
長

　前
は
決
ま
っ
て
い

た
よ
う
だ
が
現
在
は
決
ま
っ
て
い
な

い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

議
員

　潮
受
け
堤
防
の
閉
め
切
り
に

よ
り
、海
峡
、潮
流
が
悪
く
な
り
、有
明

海
に
し
か
い
な
い
魚
介
類
や
タ
イ
ラ

ギ
、イ
イ
ダ
コ
な
ど
絶
滅
し
て
し
ま
う

の
で
は
と
大
浦
の
漁
師
さ
ん
は
話
さ

れ
る
が
、こ
の
よ
う
な
状
況
を
今
後
ど

の
よ
う
に
打
開
し
て
い
く
の
か
。

町
長

　捕
る
漁
業
か
ら
創
り
育
て
る

漁
業
へ
の
方
向
転
換
を
し
て
も
ら
い
、

国
、県
に
も
要
望
を
し
な
が
ら
沿
岸
漁

業
構
造
改
善
事
業
等
々
を
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
。

議
員

　タ
イ
ラ
ギ
漁
が
今
年
も
休
業

で
あ
る
が
、宝
の
海
有
明
海
が
早
く
再

生
さ
れ
、昔
の
よ
う
な
タ
イ
ラ
ギ
等
が

た
く
さ
ん
捕
れ
、賑
わ
う
大
浦
漁
港
に

な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

諫
早
湾
干
拓
問
題 

今
後
ど
う
対
処
す
る
か
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般
一

問
質

坂
口
久
信 

議
員

答
▼
意
欲
の
あ
る
若
者
に
支
援
を▲

取
替
え
ら
れ
た
庁
舎
内
の
L
E
D
蛍
光
灯

と
っ
て
も
省
エ
ネ

54W
一般電球または
ミニクリプトン電球
（60W形）

LED照明器具または
電球形 LEDランプ
（一般電球形）

約 7W～約 11W

議
員

　町
は
少
子
高
齢
化
、人
口
減

少
、若
者
の
町
外
流
出
に
歯
止
め
が
か

か
ら
ず
、町
の
将
来
を
憂
慮
さ
れ
て
い

る
。そ
の
対
策
と
し
て
若
者
が
町
内
で

意
欲
を
も
っ
て
事
業
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
に
対
し
て
支
援
は
で
き
な
い
か
。

ま
た
、町
の
業
務
の
一
部
を
委
託
で
き

な
い
か
。

町
長

　現
時
点
で
は
、若
者
起
業
対
策

に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
が
、起
業

さ
れ
る
具
体
的
な
計
画
、内
容
に
よ
っ

て
は
、国
、県
等
の
情
報
の
提
供
や
町

で
も
何
ら
か
の
支
援
が
で
き
る
と
思

う
の
で
、申
し
込
ん
で
も
ら
い
た
い
。

議
員

　町
内
に
も
職
に
就
い
て
い
な

い
若
者
が
多
数
お
ら
れ
る
と
思
う
が
、

年
に
一
回
ぐ
ら
い
は
若
者
を
集
め
て
、

町
と
話
し
合
う
機
会
を
設
け
て
は
ど

う
か
。

町
長

　来
年
あ
た
り
で
も
早
速
、企
画

商
工
課
が
窓
口
に
な
っ
て
会
合
を

持
っ
て
、う
ま
く
い
け
ば
毎
年
や
っ
て

い
き
た
い
。

L
E
D
対
策
に
つ
い
て

議
員

　環
境
に
や
さ
し
い
太
良
町
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
　
ゼ
ロ
の
対

策
と
し
て
町
全
体
を
L
E
D
に
す
る

考
え
は
な
い
か
。ま
た
、町
内
の
中
小

企
業
は
電
気
料
金
の
値
上
げ
で
経
費

増
大
に
悩
ん
で
い
る
。L
E
D
導
入
で

相
当
経
費
削
減
に
な
る
の
で
、町
の
補

助
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長

　町
内
の
企
業
に
対
し
て

L
E
D
対
策
補
助
は
考
え
て
い
な
い

が
、ま
ず
町
内
の
学
校
の
教
室
等
を
早

急
に
L
E
D
に
か
え
て
い
く
。次
に
企

業
に
つ
い
て
は
、使
用
す
る
電
灯
の
数

も
多
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、あ
る
程
度

煮
詰
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ア
ジ
ア
圏
内
の
観
光
客
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

議
員

　観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、町
長

は
交
流
人
口
の
増
加
が
太
良
町
の
活

性
化
の
最
重
要
課
題
と
考
え
て
こ
ら

れ
、こ
れ
ま
で
い
ろ
ん
な
施
策
に
取
り

組
ま
れ
少
し
ず
つ
そ
の
成
果
も
で
て

き
て
い
る
。今
後
は
、国
内
は
も
ち
ろ

ん
海
外
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ

り
、特
に
近
い
ア
ジ
ア
に
対
す
る
観
光

客
誘
致
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
町

長
の
考
え
は
。

町
長

　現
在
の
と
こ
ろ
、ア
ジ
ア
圏
内

の
観
光
客
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

積
極
的
に
は
行
っ
て
い
な
い
が
、佐
賀

県
に
お
い
て
海
外
か
ら
の
観
光
客
誘

致
に
関
す
る
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い

る
の
で
、町
も
県
と
連
携
を
図
り
対
応

を
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、旅
館
組
合

や
観
光
協
会
な
ど
と
連
携
し
、調
査
研

究
を
図
っ
て
外
国
人
観
光
客
の
誘
致

が
図
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

議
員

　太
良
町
で
も
、県
の
宣
伝
隊
に

一
人
で
も
人
材
を
派
遣
す
る
考
え
は

な
い
か
。

町
長

　ぜ
ひ
、そ
う
い
う
時
に
は
人
材

を
派
遣
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

若
者
定
住
対
策
に
つ
い
て

CO2

省エネ=電気代も
安くなるわね！
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　11
月
13
日
東
京
の
N
H
K
ホ
ー
ル
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。都
市
部
で
は
景

気
回
復
の
兆
し
が
見
え
る
も
の
の
、町

村
で
は
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
の
中
で

依
然
と
し
て
深
刻
な
経
済
・
雇
用
情
勢

に
悩
ま
さ
れ
、地
域
の
活
力
は
減
退
の

一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、厳
し
い
立
場

に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

　町
村
は
、公
益
的
機
能
を
守
り
、伝
統

文
化
を
守
り
、自
然
を
生
か
し
た
地
場

産
業
の
創
出
に
努
力
し
な
が
ら
、個
性

あ
る
街
づ
く
り
推
進
の
た
め
、国
は
町

村
の
声
に
十
分
耳
を
傾
け
、真
の
分
権

型
社
会
の
実
現
に
向
け
一
致
団
結
し
て

果
敢
に
行
動
し
て
い
く
宣
言
文
が
満
場

一
致
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　10月18、21、22日の3日間、決算審査特別委員会を
開催した。本委員会は決算審査の意義である歳入歳
出予算を議決した趣旨と目的に従って適正かつ効
率的に執行されているか、予算執行によって成し遂
げた歳入努力と歳出の工夫によって行政効果や今
後の行財政運営上の改善など、予算執行の優劣評価
を重点的に審査した。
　水道事業会計については、年間の有収水量を上げ
るため、漏水防止対策等水道施設の充実を図って、
漏水修繕など計画的な施設の充実が図られていた。
　町立太良病院事業会計については公営企業法全
部適用へ移行して三年目となり、病院事業管理者の
もと経営責任が明確化され、地域医療を支える中核
病院として、医療サービスの向上と健全経営へ向け
て努力されているが、小児科の医師確保が急務では
ないかとの意見が出た。また、診療時間等の縮小に
より、町外の病院へ患者が流出しているとの意見も
出た。いずれにしても、医師の確保や患者を一人で
も増やすような努力をされ、町民から愛される病院
になってもらいたいと思う。
　一般会計及び特別会計は、平成二十四年度予算編
成に基づいた予算措置がなされ、支出が目的どおり
適法、適正に執行されているか、その効果はどうで
あったか、款ごとに区切って審査を行った。また、歳
入については十分努力が払われ、その実績はどうで
あったのか、調定額に対しての収入済額、収入未済
額の原因と理由、不納欠損については徴収努力が図
られた結果やむを得なかったのか。各特別会計の収
納状況、滞納整理はどのようにされたか、その過程
を中心に質疑を行った。その結果、一般会計並びに
特別会計歳入歳出ともに適法に処理され、適正に運
営されていることを認めた。決算の内容について
は、各会計とも黒字決算になっていた。

意見として、
◎町税は町財政の基本的財源であるから、安易な不
納欠損処理は行わず、徴収方法等も検討した上で
行うこと。
◎事務嘱託員の担当区の見直し等、今後どのように
考えていくのか具体的に検討してほしい。
◎補助金の費用対効果及び補助完了後の追跡調査
（検証）も必要ではないか。
◎生活交通路線バスについては十分な費用対効果
が得られていないと思われるので、十人乗りぐら
いの車で町内を巡回することはできないのか。
◎オレンジ海道の第一トンネル、第二トンネルの保
守管理を徹底してほしい。
◎近年、減少傾向にある町内の施設（キャンプ場等）
への集客努力をしてほしい。

以上が一般会計での主な意見であった。

◎山林特別会計については、木材価格は依然として
低迷しており、特定財源としての収入は望めない
状況であるので、更なる経費削減を検討してもら
いたい。
◎国民健康保険特別会計については、特定健康診査
の受診率向上に繋がる工夫を検討してもらいた
い。
◎漁業集落排水特別会計については、今後も接続率
の向上に努力されたい。
◎施設については、使用料の見直しも視野に入れ、
未収金対策等に力を入れてもらいたい。
◎簡易水道特別会計については、伊福地区の有水量
率向上に一層の努力をお願いしたい。

第57回
町村議会議長
全国大会

平成24年度決算・予算執行の成果を認定

11月12日…東京秋葉原日本食品館「ちゃばら」に太良町の特
産品が出店されている現場を視察

11月14日… TPP交渉で重要5品目の死守について衆・参県選
出国会議員への要望活動

11月15日…全国過疎地域自立促進連盟第44回定期総会（東京
メルパルクホールにて）

①過疎地域自立促進特別措置法見直しに関する決議
②平成26年度過疎関連政府予算施策に関する決議　ほか
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　10
月
11
日
に
、「
地
方
分
権
社
会

の
実
現
と
自
治
体
の
課
題
」と
い
う

テ
ー
マ
で
、元
総
務
大
臣
の
片
山
善

博
氏
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　片
山
氏
が
過
去
20
年
間
を
振
り

返
っ
た
印
象
と
し
て
は
、そ
れ
な
り

に
地
方
分
権
は
進
ん
で
い
る
が
、そ

の
進
み
方
が
遅
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

　自
分
が
総
務
大
臣
時
代
に
、そ
れ

ま
で
使
い
道
が
決
ま
っ
て
い
た
都

道
府
県
向
け
の
公
共
事
業
へ
の
補

助
金
の
半
分
を
自
由
化
し
た
件
を

例
に
あ
げ
て
説
明
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。そ
れ
も
今
は
元
に
戻
っ
て
い

る
よ
う
で
す
が
。

　ま
た
、大
津
市
の
い
じ
め
自
殺
事

件
を
例
に
、教
育
委
員
会
の
再
生
の

問
題
に
つ
い
て
。

　そ
れ
と
、地
方
議
会
改
革
に
つ
い

て
は
、退
職
金
の
減
額
条
例
制
定
で

教
員
が
3
月
末
を
待
た
ず
し
て
辞

め
た
件
を
例
に
、議
案
の
内
容
の

チ
ェ
ッ
ク
を
厳
し
く
や
る
と
い
う

こ
と
の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　鳥
取
県
知
事
、総
務
大
臣
な
ど
、

現
場
で
の
経
験
を
も
と
に
し
た
貴

重
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

10月17日、熊本日日新聞の越地真一郎氏による
『「伝える」から「伝わる」へ～議員プレゼン力を
磨こう～』と題した講演がありました。その後、
吉野ヶ里町、上峰町、みやき町、江北町の委員に
よるパネルディスカッションが行われました。
私たちも多くの町民の皆様に読んでいただける
よう努力することを決意しました。

説明に力が入る越地真一郎氏

佐賀県町村議会広報研修会

第16回市町村行政講演会

11月6日、町立病院の改革に向けて、必死に取り
組まれている中富良野町議会の安井議長ほか8
名と上通病院長、事務長、総務常任委員会との意
見交換と検討会を開催した。

改革に至った経緯と問題点、改革後の経営状況を
説明する上通病院長

北海道中富良野町議会
行政視察受入れ
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所
賀

　
　廣

田
川

　
　浩

牟
田

　則
雄

江
口

　孝
二

平
古
場
公
子

委  

員  

長

副
委
員
長

委

　
　員 編

集
室
よ
り

編
集
委
員
会

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　平
成
二
十
六
年
、我
が
町
の
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、町
民

の
英
知
を
結
集
し
、よ
り
良
い
ま
ち

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、健
康
に
は
十
分
注
意
さ
れ
、こ

の
冬
を
乗
り
切
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

議
会
の
主
な
活
動
10
月
〜
12
月

10月

区
長
会
と
議
会
と
の
対
話
会
議

平
成
25
年
度
同
和
問
題
市
町
講
座

議
会
広
報
編
集
委
員
会

第
66
回
県
民
体
育
大
会
太
良
町
選
手
団
結
団
式

第
22
回
町
村
監
査
委
員
全
国
研
修
会

学
校
教
育
現
場
視
察

第
16
回
市
町
村
行
政
講
演
会

国
道
2
0
7
号
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
及
び

有
明
海
沿
岸
道
路
西
部
地
区
建
設

促
期
成
会
要
望
活
動

決
算
審
査
事
前
勉
強
会

学
校
教
育
現
場
視
察

第
17
回
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

通
学
路
等
の
安
全
確
保
に
伴
う
巡
視
活
動

平
成
25
年
度
町
村
議
会
広
報
研
修
会

森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
九
州
大
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会（
18･

21･

22
）

有
明
海
沿
岸
道
路
西
部
地
区

　
　
　
　
　建
設
促
期
成
会
要
望
活
動

平
成
25
年
度
太
良
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

　

佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
議

平
成
25
年
度
佐
賀
県
西
部
広
域
環
境
組
合

　
　
　
　
　
　
　議
会
第
2
回
定
例
会

平
成
25
年
度
太
良
町

　う
ま
い
み
か
ん
つ
く
り
推
進
協
議
会

244491115151616161717182428303131

8
〜
9

25
〜
26

2
〜
3

11月

山
林
運
営
委
員
会

第
42
回
太
良
町
文
化
祭

北
海
道
中
富
良
野
町
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 

行
政
視
察
受
入
れ

全
員
協
議
会

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　

 

定
例
会
事
前
勉
強
会

1678

11月

第
19
回
学
童
駅
伝
大
会

全
員
協
議
会

第
57
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

県
選
出
国
会
議
員
と
の
行
政
懇
談
会

全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
第
44
回
定
期
総
会

学
校
教
育
現
場
視
察

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会

第
1
回
太
良
町
社
会
福
祉
大
会

第
9
回
十
夜
市
太
良
町
全
員
祭
り

　

第
18
回
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

通
学
路
等
の
安
全
確
保
に
伴
う
巡
視
活
動

平
成
25
年
太
良
町

う
ま
い
み
か
ん
つ
く
り
推
進
協
議
会
販
売
促
進
会

平
成
25
年
度
第
2
回
社
会
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　兼
公
民
館
運
営
審
議
会

佐
賀
県
西
部
広
域
環
境
組
合
ご
み
処
理
施
設

　
　
　

 

建
設
工
事
着
工
に
伴
う
起
工
式

　

杵
藤
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
11
月
臨
時
会

多
良
岳
2
0
0
年
の
森
つ
く
り
委
員
会

91113131515182323252527282829

12月

議
会
運
営
委
員
会

12
月
定
例
会
招
集

全
員
協
議
会

郡
市
対
抗
県
内
一
周
駅
伝
大
会

　
　
　嬉
野
・
太
良
駅
伝
チ
ー
ム
結
団
式

　

12
月
定
例
会
一
般
質
問

議
案
調
査

第
19
回
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

12
月
定
例
会
議
案
審
議

通
学
路
等
の
安
全
確
保
に
伴
う
巡
視
活
動

議
会
広
報
編
集
委
員
会

消
防
団
年
末
特
別
警
戒
巡
視
活
動

366810111113182629

街角クイズ!!

　解った方は、ハガキに答えを明記し、住所・氏名・電話
番号をご記入の上、下記に応募下さい。

※締め切り／2月末日　消印有効
※当選発表はお買物券の発送（抽選）をもって代えさせていた
だきます。前回は多数のご応募ありがとうございました。

1月5日太良町消防出初式での「祝賀放水」

〒849-1698　藤津郡太良町大字多良1-6
　　　　　太良町議会事務局「街角クイズ係」宛

お買物券が当たる！

Q）  ななつ星が走っています
　　ここはどこの区にある踏切でしょう!!


